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	 核融合科学研究所ではLHDプラズマ加熱装
置の１つとしてECHを用意している。このシス
テムは高出力マイクロ波を発振するジャイロ

トロンとそれをLHDまで伝送し適切にプラズ
マを加熱するための伝送系から構成される。ジ

ャイロトロンは高性能プラズマ生成に応える

ため、近年高出力化が進んでいる。ECHグルー
プでも7本のジャイロトロンを用意し、そのう
ち5本は筑波大学との共同研究による高出力管
である。このうちの最新のジャイロトロン（性

能：1.2MW/2s@154GHz）のLHD実験時の運転
状況を報告する。LHD実験は主にパルス（〜10
秒）放電と長時間放電（〜1時間）の実験が予
定されているので、ジャイロトロンの運転はそ

れにあわせて行われる。このパルス運転時のジ

ャイロトロンビーム電流値と出力および運転

効率との関係を下図に示す。 

	 ジャイロトロン運転時の出力を測定し、また

その出力を受け止めるための負荷をダミーロ

ードと呼び、ジャイロトロンの高性能化に伴い

高出力に耐えうる物が必要となってきている。

既存のものは故障や水および真空リークが多

く使用効率が悪い。そのため、市販の物より信

頼性を高くし、さらに温度応答性を良くするこ

とで高精度の測定を目指してダミーロードを

開発した。これは新たな材料である窒化ケイ素

セラミックをマイクロ波透過体に使うことで

高出力マイクロ波を直接冷却水に吸収させる

ことが可能になり、その冷却水温度を測ること

で応答良くパワーを測定できる。またほとんど

の部分を溶接構造にすることができたため、水

や大気のリークをなくすことができ信頼性が

向上した。また吸収率が良いのでジャイロトロ

ンへの反射も抑えられ

るものとなった。これに

よりジャイロトロン定

格の1.2MWでの安定し
た運転ができ、また設計

値である1MW領域での
定常動作も十分可能と

なる見通しがついた。 
 
右図：開発したダミーロ

ードの断面図（上側：導

波管とプレロード、下

側：ダミーロード）	 
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